
授 業 概 要 

授業のタイトル（科目名） 

社会理論と社会システム 

授業の種類 

（講義・演習・実習） 

授業担当者 

野中 義之 

回数 

１５回 

時間数（単位数）          

３０時間 

配当学年・時期 

1年 前期 必修 ・ 選択 

【授業の目的・ねらい】 

 １ 社会理論による現代社会の捉え方を理解する。 

 ２ 生活について理解する。 

 ３ 社会問題について理解する。 

 

【授業全体の内容の概要】 

 １ 現代社会及び生活について学ばせる。 

 ２ 人と社会、社会問題について学ばせる。 

 

【授業修了時の達成課題 (到達目標)】 

 社会福祉がどのような社会的現実のなかに存在するかを理解させる。 

 

【授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法】 

 

コマ数 

 １．導入／社会変動と人口 

 ２．社会システム 

 ３．法と社会システム 

 ４．経済と社会システム 

 ５．生活の理解① 地域 

 ６．生活の理解② 家族 

 ７．生活の理解③ 生活の捉え方 

 ８．社会的行為・社会的役割 

 ９．社会集団と組織 

１０．社会的ジレンマ 

１１．社会関係資本と社会的連携 

１２．社会問題の捉え方 

１３．日本社会と社会問題 

１４．共生社会と権利 

１５．国家試験過去問題・国家試験対策／後期試験 

前期末試験   

 

【使用テキスト・参考文献】 

最新・社会福祉士養成講座 

「社会学と社会システム」 中央法規 

社会福祉小六法２０２１［令和３年版］ 

ミネルヴァ書房 

 

【単位認定の方法及び基準】 

 前期試験の総合評価により単位認定 

 評価基準：６割以上の成績をもって合格とする。 

 


